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い
意
見
を
反
映
し
た
提
言
を
と
り
ま
と
め
る
活
動
に
相
応
し

い
、
経
験
が
豊
富
な
方
々
」
と
評
し
た
菅
官
房
長
官
は
、
憲

法
・
歴
史
・
皇
室
典
範
な
ど
の
専
門
家
か
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行

ひ
つ
ゝ
課
題
や
問
題
点
を
整
理
し
、
国
民
に
伝
へ
て
い
く
と
い

ふ
方
針
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

座
長
に
就
任
予
定
と
さ
れ
る
今
井
氏
は
、
大
東
亜
戦
争
敗
戦

に
よ
り
海
軍
兵
学
校
予
科
を
中
退
。
昭
和
二
十
七
年
、
東
京
大

学
法
学
部
を
経
て
富
士
製
鐵
に
入
社
。
後
に
、
富
士
製
鐵
は
八

幡
製
鐵
と
合
併
し
て
新
日
本
製
鐵
と
な
り
、
今
井
氏
は
同
社
の

社
長
に
就
任
。
大
リ
ス
ト
ラ
を
行
ひ
、
財
務
基
盤
を
強
化
し
た

こ
と
で
知
ら
れ
る
。
平
成
十
年
か
ら
十
四
年
ま
で
経
済
団
体
連

合
会
（
旧
・
経
団
連
）
の
会
長
職
に
あ
り
、
今
日
も
な
ほ
日
本

棋
院
総
裁
な
ど
各
種
団
体
の
要
職
を
務
め
て
ゐ
る
。

　

以
下
、
残
る
五
名
に
つ
い
て
も
経
歴
を
見
て
お
か
う
。

　

小
幡
氏
は
、
東
京
大
学
法
学
部
を
卒
業
し
た
後
、
同
大
助
手

　
有
識
者
会
議
の
顔
触
れ

　

九
月
二
十
三
日
、
安
倍
晋
三
内
閣
総
理
大
臣
は
「
天
皇
の
公

務
の
負
担
軽
減
等
に
関
す
る
有
識
者
会
議
」
の
開
催
を
決
定
、

菅
義
偉
内
閣
官
房
長
官
よ
り
発
表
さ
れ
た
。
有
識
者
会
議
の
メ

ン
バ
ー
は
以
下
の
六
名
で
あ
る
。

今
井 　

敬
（
86
）
日
本
経
済
団
体
連
合
会
名
誉
会
長

小
幡 

純
子
（
58
）
上
智
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
教
授

清
家 　

篤
（
62
）
慶
應
義
塾
長

御
厨 　

貴
（
65
）
東
京
大
学
名
誉
教
授

宮
崎 　

緑
（
58
）
千
葉
商
科
大
学
国
際
教
養
学
部
長

山
内 

昌
之
（
69
）
東
京
大
学
名
誉
教
授

　

同
日
の
記
者
会
見
に
お
い
て
、
こ
の
六
名
を
「
国
民
の
幅
広

金か
ね

子こ

　
宗む

ね

德の
り

里
見
日
本
文
化
学
研
究
所
所
長

亜
細
亜
大
学
非
常
勤
講
師

た
と
い
ふ
。
そ
の
後
、
カ
イ
ロ
大
学
客
員
助
教
授
・
東
京
大
学

大
学
院
教
授
な
ど
を
歴
任
。
専
門
は
中
東
・
イ
ス
ラ
ー
ム
地
域

研
究
お
よ
び
国
際
関
係
史
。
日
韓
歴
史
共
同
研
究
の
委
員
（
教

科
書
小
グ
ル
ー
プ
）
や
第
一
次
安
倍
内
閣
が
官
房
に
設
置
し
た

「
美
し
い
国
づ
く
り
」
企
画
会
議
な
ど
も
歴
任
。

　

こ
の
顔
触
れ
を
見
る
限
り
、
議
論
は
日
本
史
に
造
詣
の
深
い

御
厨
氏
と
山
内
氏
（
山
内
氏
に
つ
い
て
は
異
論
も
あ
ら
う
が
）

を
軸
と
し
て
進
め
ら
れ
、
社
会
の
高
齢
化
を
巡
る
問
題
に
詳
し

い
清
家
氏
と
行
政
法
の
専
門
家
で
あ
る
小
幡
氏
が
個
別
論
点
の

詰
め
を
行
ふ
と
い
ふ
流
れ
に
な
ら
う
。
唯
一
の
戦
前
生
ま
れ
で

あ
る
今
井
氏
は
御
意
見
番
、
マ
ス
コ
ミ
出
身
者
で
あ
る
宮
崎
氏

は
世
論
対
策
担
当
と
い
つ
た
と
こ
ろ
か
。
皇
室
の
制
度
や
歴
史

の
専
門
家
が
メ
ン
バ
ー
に
ゐ
な
い
こ
と
に
不
安
を
抱
く
声
も
あ

る
が
、
敢
へ
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
対
象
に
止
め
る
こ
と
で
、
答
申

の
中
立
性
を
保
た
う
と
い
ふ
政
府
の
配
慮
が
窺
は
れ
る
。
有
識

者
会
議
の
第
一
回
会
合
は
十
月
十
七
日
に
行
は
れ
る
と
い
ふ

が
、
様
々
な
組
織
で
異
な
る
意
見
を
集
約
し
て
き
た
メ
ン
バ
ー

の
良
識
に
期
待
し
、
我
々
も
云
ふ
べ
き
こ
と
を
云
ひ
、
国
家
の

一
大
事
を
論
ず
る
に
相
応
し
く
な
い
言
動
が
あ
れ
ば
容
赦
な
く

批
判
す
れ
ば
良
い
。

　

な
ほ
、
山
内
・
御
厨
の
両
氏
は
、
七
月
の
報
道
お
よ
び
八
月

の
「
お
言
葉
」
を
受
け
て
、
以
下
の
や
う
に
述
べ
て
ゐ
る
。

な
ど
を
経
て
現
職
。
専
門
は
公
物
法
（
河
川
法
な
ど
）
や
国
家

賠
償
法
な
ど
の
行
政
法
で
、
司
法
試
験
委
員
会
の
委
員
だ
つ
た

こ
と
も
あ
る
。
ま
た
、
民
主
党
政
権
時
代
に
は
行
政
刷
新
会
議

の
民
間
仕
分
け
人
を
務
め
た
。

　

清
家
氏
は
、
慶
應
義
塾
大
学
経
済
学
部
を
卒
業
し
、
同
大
学

院
商
学
研
究
科
に
進
学
。
そ
の
後
、
同
商
学
部
教
授
な
ど
を
経

て
現
職
。
労
働
経
済
学
を
専
攻
し
、
経
済
学
者
と
し
て
労
働
市

場
、
と
り
わ
け
高
齢
者
の
就
業
問
題
と
社
会
保
障
問
題
に
つ
い

て
研
究
。
民
主
党
政
権
時
代
に
設
置
さ
れ
た
東
日
本
大
震
災
復

興
構
想
会
議
の
委
員
で
も
あ
つ
た
。

　

御
厨
氏
は
、
東
京
大
学
法
学
部
を
卒
業
後
、
東
京
都
立
大
学

教
授
・
東
京
大
学
教
授
な
ど
を
経
て
現
在
に
至
る
。
専
門
は
明

治
中
期
の
政
治
史
で
、
三
谷
太
一
郎
・
伊
藤
隆
・
佐
藤
誠
三
郎

ら
の
指
導
を
受
け
た
。
平
成
に
入
つ
て
か
ら
は
論
壇
で
も
活
躍

し
、
東
日
本
大
震
災
復
興
構
想
会
議
の
議
長
代
理
も
務
め
た
。

　

宮
崎
氏
は
、
慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
を
卒
業
し
、
同
大
学
院

法
学
研
究
科
に
進
学
。
専
門
は
国
際
政
治
学
・
政
策
情
報
学
で
、

（
保
守
派
の
国
際
政
治
学
者
と
し
て
知
ら
れ
た
）
神
谷
不
二
に

師
事
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
キ
ャ
ス
タ
ー
と
し
て
活
躍
し
た
後
、
千
葉
商

科
大
学
教
授
な
ど
を
経
て
現
職
。
東
京
都
の
教
育
委
員
で
も
あ

る
。

　

山
内
氏
は
、
北
海
道
大
学
文
学
部
を
卒
業
し
、
同
大
学
院
研

究
科
に
進
学
。
在
学
中
は
社
会
主
義
学
生
同
盟
の
活
動
家
だ
つ

皇
位
継
承
の
意
義
を
踏
ま
へ
た
議
論
を

─
─
有
識
者
会
議
に
望
む
こ
と
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我
々
は
天
皇
の
高
齢
化
に
伴
う
人
権
の
問
題
を
こ
れ
ま
で

考
え
て
こ
な
か
っ
た
。
陛
下
ご
本
人
の
『
お
気
持
ち
』
発
表

と
い
う
、
あ
る
意
味
で
は
憲
法
違
反
的
な
行
為
と
も
と
ら
れ

か
ね
な
い
こ
と
を
陛
下
に
自
ら
さ
せ
て
し
ま
っ
た
。
安
倍
内

閣
は
受
け
入
れ
ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ
う
。

　

陛
下
は
ご
高
齢
だ
。
時
間
の
か
か
る
方
法
を
避
け
、
特
例

法
で
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
女
系
天
皇
や
女
性
宮

家
な
ど
の
議
論
を
蒸
し
返
し
て
い
た
ら
と
て
も
決
着
が
つ
か

な
い
。
陛
下
の
退
位
に
限
定
し
て
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
対

応
す
べ
き
だ
。　
　
〔『
日
本
経
済
新
聞
』（
８
月
10
日
朝
刊
）〕

　

両
氏
の
見
解
が
当
時
と
変
は
ら
ぬ
の
で
あ
れ
ば
、
有
識
者
会

議
に
お
い
て
、
譲
位
に
向
け
た
道
筋
が
開
か
れ
る
可
能
性
は
極

め
て
高
い
。

　
特
別
措
置
法
か
皇
室
典
範
改
正
か

　

と
す
れ
ば
、
次
な
る
問
題
は
如
何
に
し
て
円
滑
な
譲
位
を
実

現
と
い
ふ
こ
と
に
な
ら
う
。

　

確
か
に
、
今
上
陛
下
の
譲
位
に
限
定
す
れ
ば
、
特
別
措
置
法

の
制
定
で
事
足
り
よ
う
。

　

現
に
、
本
号
の
論
壇
瞥
見
に
も
あ
る
通
り
、
竹
田
恒
泰
氏
は

『
正
論
』（
11
月
号
）
で
特
別
措
置
法
の
試
案
を
示
し
て
ゐ
る
。

そ
の
中
で
、
竹
田
氏
は
「
本
来
『
皇
室
典
範
』
を
改
正
せ
ず
に

特
措
法
の
み
で
対
応
で
き
る
」
と
主
張
し
つ
ゝ
も
、
日
本
国
憲

法
の
「
皇
位
は
、
世
襲
の
も
の
で
あ
つ
て
、
国
会
の
議
決
し
た

皇
室
典
範
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、こ
れ
を
継
承
す
る
」（
第

二
条
）
と
の
整
合
性
を
取
る
べ
く
、
皇
室
典
範
の
最
後
に
第

三
十
八
条
と
し
て
「
天
皇
が
譲
位
す
る
場
合
は
、
国
会
の
議
決

し
た
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
こ
れ
を
行
う
」
と
い
う

一
条
を
加
へ
た
上
で
、
特
措
法
の
名
称
に
「
皇
室
典
範
」
の
語

を
加
へ
て
は
ど
う
か
と
も
述
べ
て
ゐ
る
。

　

加
へ
て
、
竹
田
氏
は
「
こ
の
特
措
法
が
施
行
さ
れ
た
時
、
皇

太
子
が
不
在
と
な
る
と
い
う
問
題
が
生
じ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て

は
、
秋
篠
宮
殿
下
を
皇
太
子
と
し
、
ご
一
家
を
内
廷
皇
族
と
す

る
旨
の
、
も
う
一
つ
別
の
特
措
法
を
立
て
れ
ば
、
そ
の
問
題
も

解
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
も
云
ふ
が
、
皇
室
典
範
を
全
く

改
正
せ
ぬ
な
ら
と
も
か
く
、
譲
位
に
関
す
る
条
文
を
末
尾
に
付

加
し
、
複
数
の
特
措
法
を
制
定
す
る
く
ら
ゐ
な
ら
、
典
範
を
真

正
面
か
ら
改
正
し
た
方
が
遙
か
に
一
貫
性
が
あ
る
上
に
、
本
誌

九
月
号
に
も
記
し
た
通
り
、
陛
下
の
思
し
召
し
に
適
ふ
の
で
は

な
い
か
。

　
「
わ
ず
か
で
も
皇
室
典
範
改
正
に
踏
み
込
め
ば
、
関
連
法
で

あ
る
皇
室
経
済
法
や
宮
内
庁
法
な
ど
を
次
々
に
改
正
せ
ね
ば
な

ら
な
い
。
い
わ
ば
『
ガ
ラ
ス
細
工
』
の
法
体
系
で
あ
り
、
細
心

に
事
を
運
ば
ね
ば
、
現
行
の
皇
室
制
度
を
根
幹
か
ら
崩
す
こ
と

に
も
な
り
か
ね
な
い
」〔『
産
経
新
聞
』（
10
月
10
日
）〕
と
の
意

見
も
あ
る
が
、
だ
か
ら
と
い
つ
て
何
も
し
な
く
て
良
い
と
い
ふ

こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
陛
下
の
御
年
齢
を
考
へ
る
と
早
急
な
決

断
が
求
め
ら
れ
よ
う
。

　

皇
位
継
承
資
格
を
有
す
る
男
性
皇
族
は
減
少
し
て
を
り
、
現

在
の
男
系
男
子
に
よ
る
皇
位
継
承
は
限
界
に
近
づ
き
つ
ゝ
あ
る

こ
と
は
確
か
で
あ
り
、
こ
の
問
題
を
何
ら
か
の
形
で
解
決
す
べ

き
こ
と
は
云
ふ
ま
で
も
な
い
。
そ
こ
で
、
今
回
の
改
正
に
合
は

せ
て
女
性
天
皇
・
女
系
天
皇
、
あ
る
い
は
前
提
と
な
る
女
性
宮

家
の
制
度
化
を
求
め
る
声
も
あ
る
。
そ
れ
ら
の
必
要
性
・
可
能

性
に
つ
い
て
は
本
誌
で
も
論
じ
て
き
た
が
、
最
終
的
に
は
陛
下

の
聖
断
を
仰
が
ね
ば
な
ら
ぬ
性
質
の
も
の
だ
。

　
「
お
言
葉
」
に
よ
り
明
ら
か
に
な
つ
た
の
が
譲
位
の
御
意
向

の
み
で
あ
る
以
上
、
今
回
は
、
こ
の
点
に
議
論
を
限
定
す
べ
き

で
あ
ら
う
。

　「
皇
位
継
承
」
の
意
義

　

真
正
面
か
ら
議
論
す
る
場
合
、
ま
づ
問
は
れ
る
べ
き
は
「
皇

位
継
承
の
意
義
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

　
「
皇
位
継
承
」
と
は
文
字
通
り
「
皇
位
の
継
承
」
を
意
味
す

る
が
、
そ
も
〳
〵
「
皇
位
」
と
は
何
か
。

　
「
皇
位
」
と
は
、
云
ふ
ま
で
も
な
く
「
天
皇
の
身
分
と
地
位
」

で
あ
る
が
、
身
分
は
地
位
と
切
り
離
す
こ
と
が
で
き
ぬ
。
そ
こ

で
、里
見
岸
雄
は
、『
萬
世
一
系
の
天
皇
』〔
錦
正
社
・
昭
和
36
年
〕

【
山
内
氏
】

　

生
前
退
位
の
実
現
に
は
皇
室
典
範
の
改
正
や
関
係
諸
法
令

と
の
調
整
な
ど
が
不
可
欠
だ
。国
民
の
合
意
も
必
要
に
な
る
。

皇
室
典
範
に
は
、
摂
政
を
置
く
規
定
が
あ
る
が
、
退
位
に
つ

い
て
は
な
い
。
陛
下
は
憲
法
や
現
行
法
の
こ
と
を
誰
よ
り
尊

重
す
る
方
で
あ
り
、
ご
自
身
の
意
思
が
そ
の
ま
ま
反
映
さ
れ

る
と
は
考
え
て
お
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
。

　

た
だ
し
、
陛
下
に
無
理
を
し
て
い
た
だ
き
た
く
な
い
と
い

う
思
い
は
、
政
治
家
も
国
民
も
共
通
に
抱
い
て
い
る
。
失
礼

な
が
ら
、
あ
え
て
企
業
と
の
類
比
で
考
え
る
な
ら
、
82
歳
と

い
う
高
齢
ま
で
現
役
の
社
長
を
続
け
、
世
界
中
で
一
番
精
力

的
に
働
か
れ
た
方
だ
。
普
通
で
あ
れ
ば
、
会
長
や
顧
問
に
な

る
年
齢
以
上
で
あ
り
、
そ
の
激
務
を
考
え
る
な
ら
、
ひ
と
ま

ず
退
か
れ
、
新
天
皇
に
助
言
な
ど
を
さ
れ
る
こ
と
に
国
民
の

異
論
は
ま
ず
な
く
、
世
論
も
納
得
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。　
　
　
　
　
　
　
〔『
読
売
新
聞
』（
７
月
15
日
朝
刊
）〕

【
御
厨
氏
】

　

陛
下
は
ご
自
身
の
高
齢
化
へ
の
対
処
法
と
し
て
、
公
務
の

負
担
軽
減
や
摂
政
を
置
く
こ
と
を
明
確
に
否
定
さ
れ
た
。
か

な
り
強
い
退
位
宣
言
だ
と
読
め
る
。
柔
ら
か
な
言
葉
を
選
び

慎
重
な
言
い
方
で
は
あ
る
が
、
陛
下
の
決
意
が
は
っ
き
り
示

さ
れ
た
。



【国体文化】平成 28 年 11 月号    67　皇位継承の意義を踏まへた議論を

権
と
い
ふ
概
念
を
受
け
入
れ
て
ゐ
る
か
ど
う
か
、
疑
は
し
い
限

り
だ
が
…
…
。

　

で
は
、
こ
の
や
う
な
「
皇
位
」
を
継
承
す
る
と
は
具
体
的
に

如
何
な
る
こ
と
か
。

　

里
見
は
、
先
に
挙
げ
た
『
萬
世
一
系
の
天
皇
』
の
中
で
、
天

皇
を
構
成
す
る
も
の
と
し
て
「
唯
一
中
心
の
皇
位
」
に
加
へ
て

「
萬
世
一
系
の
皇
統
」・「
皇
統
出
自
の
皇
人
」・「
統
治
理
念
の

皇
道
」
の
計
四
つ
を
挙
げ
て
ゐ
る
〔
66
頁
〕。
こ
ゝ
で
注
目
す

べ
き
は
、
最
後
の
「
皇
道
」
で
あ
ら
う
。「
皇
道
」
の
継
承
と

い
ふ
点
に
つ
い
て
、
里
見
は
「
皇
位
継
承
の
意
義
」〔『
国
体
学

雑
誌
』（
昭
和
15
年
１
月
号
）〕
に
お
い
て
三
種
の
神
器
に
着
目

し
、
次
の
や
う
に
論
じ
て
ゐ
る
。

　

如
何
に
統
治
権
が
最
高
絶
大
な
権
力
で
あ
る
に
も
せ

よ
、
若
し
、
そ
れ
が
皇
道
と
呼
ば
る
る
軌
範
に
遵
つ
て
行

使
せ
ら
れ
な
い
な
ら
ば
、
そ
れ
は
単
に
権
力
自
体
の
負
ふ

て
ゐ
る
運
命
に
終
る
は
必
然
で
あ
る
か
ら
「
万
世
一
系
ノ

天
皇
之
ヲ
統
治
ス
」
と
い
ふ
史
的
事
実
、
従
つ
て
そ
の
事

実
に
基
く
法
を
見
る
事
は
出
来
な
か
つ
た
で
あ
ら
う
。
万

世
一
系
の
継
体
と
継
心
と
が
可
能
で
あ
つ
た
の
は
、
継
体

継
心
が
継
道
と
不
可
分
で
あ
つ
た
為
め
と
解
さ
ざ
る
を
得

な
い
も
の
が
あ
る
。
皇
道
の
内
容
が
何
で
あ
る
か
を
、
今

私
は
茲
に
詳
論
し
よ
う
と
は
思
は
ぬ
。
然
し
な
が
ら
、
そ

の
中
で
、
古
今
東
西
の
「
位
」
に
関
す
る
議
論
を
渉
猟
し
、
相

に
よ
つ
て
千
差
万
別
の
万
物
を
統
一
す
る
た
め
に
は
「
位
」
の

概
念
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、「
皇
位
は
こ
の
よ
う
な
位

の
観
念
を
以
て
解
す
べ
き
日
本
の
国
位
」
で
あ
り
、「
そ
れ
は

位
置
の
み
あ
つ
て
大
き
さ
の
無
い
と
曰
は
れ
る
直
線
上
の
点
の

よ
う
な
も
の
で
、
非
物
質
的
な
も
の
で
あ
る
が
秩
序
を
構
成
し

存
在
を
理
解
す
る
上
で
不
可
欠
の
観
念
で
、
皇
位
の
観
念
な
し

に
君
主
国
た
る
日
本
を
解
し
う
る
も
の
で
は
な
い
」
と
定
義
し

て
ゐ
る
〔
146
～
147
頁
〕。

　

い
つ
た
い
、
か
う
し
た
「
皇
位
」
は
、
何
に
由
来
す
る
の
か
。

日
本
国
憲
法
第
一
条
に
は
「
天
皇
は
、
日
本
国
の
象
徴
で
あ
り

日
本
国
民
統
合
の
象
徴
で
あ
つ
て
、
こ
の
地
位
は
、
主
権
の
存

す
る
日
本
国
民
の
総
意
に
基
く
」
と
あ
る
が
、
同
憲
法
の
制
定

に
よ
つ
て
「
皇
位
」
が
始
め
て
成
立
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
大

日
本
帝
国
憲
法
に
お
い
て
「
皇
位
」
が
創
設
さ
れ
た
わ
け
で
も

な
い
。
そ
の
遙
か
以
前
か
ら
、
日
本
人
は
「
皇
位
」
の
観
念
を

有
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
起
源
を
歴
史
的
に
確
定
す
る
こ

と
は
困
難
で
あ
る
が
、
古
代
の
人
々
は
天
照
大
神
の
神
勅
に
従

つ
た
神
武
天
皇
の
建
国
と
し
て
表
現
し
た
。
さ
う
し
た
「
皇

位
」
の
存
在
を
現
代
に
生
き
る
我
ら
も
自
明
と
し
て
ゐ
る
か
ら

こ
そ
、「
主
権
の
存
す
る
日
本
国
民
の
総
意
に
基
く
」
と
い
ふ

規
定
が
存
在
し
て
ゐ
る
―
―
天
皇
の
「
お
言
葉
」
に
よ
り
日
本

社
会
が
大
き
く
動
い
た
現
実
を
踏
ま
へ
る
と
、
日
本
国
民
が
主

れ
は
、
三
種
神
器
に
関
し
て
為
さ
れ
た
る
古
来
の
多
く
の

解
釈
を
参
考
す
れ
ば
、お
ほ
む
ね
見
当
は
つ
く
筈
で
あ
る
。

三
種
神
器
に
表
現
せ
ら
れ
た
る
皇
道
軌
範
を
継
承
す
る
と

い
ふ
こ
と
は
、
か
く
て
、
皇
位
継
承
の
第
三
の
意
義
と
し

て
、
深
く
注
意
せ
ら
る
べ
き
で
、
こ
の
継
道
と
万
世
一
系

と
は
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
。
然
も
、
日
本
国
体
学
上
興

味
津
々
た
る
は
、
か
ゝ
る
継
道
が
、
又
継
体
を
根
拠
と
す

る
も
の
な
る
点
で
継
体
に
即
し
て
継
道
あ
る
所
以
の
も
の

こ
そ
、
我
が
国
体
が
万
邦
無
比
な
る
点
に
ほ
か
な
ら
ぬ
。

〔『
里
見
岸
雄
論
文
集
Ⅰ
』（
展
転
社
・
昭
和
61
年
４
月
）

47
頁
〕

　

云
ふ
ま
で
も
な
く
、
神
武
天
皇
以
来
の
血
統
を
受
け
継
ぐ
自

然
人
で
な
け
れ
ば
「
皇
位
」
を
継
承
す
る
こ
と
は
で
き
ぬ
が
、

そ
の
要
件
を
満
た
し
さ
へ
す
れ
ば
「
皇
位
」
を
継
承
で
き
る
と

い
ふ
わ
け
で
も
な
い
。
想
像
す
ら
し
た
く
な
い
こ
と
で
は
あ
る

が
、
社
会
的
存
在
と
し
て
の
「
皇
位
」
じ
た
い
が
失
は
れ
る
可

能
性
も
否
定
し
き
れ
な
い
。
そ
の
や
う
な
こ
と
が
現
実
に
起
こ

ら
な
か
つ
た
の
は
、
里
見
が
指
摘
す
る
や
う
に
御
歴
代
が
軌
範

と
し
て
の
皇
道
に
基
づ
い
て
御
統
治
あ
そ
ば
さ
れ
て
き
た
か
ら

で
あ
る
。
さ
ら
に
云
へ
ば
、
そ
れ
と
同
時
に
国
民
も
ま
た
天
皇

の
統
治
に
服
し
て
き
た
か
ら
で
は
な
い
か
。

　

か
う
し
た
視
点
な
し
に
、「
こ
れ
ま
で
が
さ
う
だ
つ
た
か
ら
」

や
「
女
は
畑
に
過
ぎ
ず
、
種
で
あ
る
男
の
系
譜
こ
そ
重
要
」
と

い
ふ
程
度
の
血
統
主
義
だ
け
で
「
皇
位
」
の
継
承
を
論
ず
る
議

論
は
、
個
人
的
な
信
条
告
白
の
域
を
出
ず
、「
皇
位
」
継
承
の

社
会
的
意
義
に
迫
る
も
の
と
は
云
ひ
難
い
。
も
ち
ろ
ん
、
血
統

に
関
す
る
議
論
が
無
意
味
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
で
は
な
い
。
こ

の
点
に
つ
い
て
は
、
本
誌
で
も
何
度
か
論
じ
て
き
た
〔「
男
系

男
子
主
義
の
限
界
を
直
視
せ
よ
」（
平
成
25
年
１
月
号
）、「『
生

命
体
系
』
と
し
て
の
『
日
本
国
体
』」（
平
成
25
年
５
月
号
）〕

の
で
詳
論
を
避
け
る
。

　

な
ほ
、
里
見
は
、
先
の
論
文
に
お
い
て
、「
皇
位
」
の
継
承

に
は
「
皇
道
」
の
世
界
的
恢
弘
す
な
は
ち
「
八
紘
を
一
宇
の
如

く
な
ら
し
む
る
道
義
的
国
際
体
系
の
実
現
」
を
図
る
「
天
業
」

の
継
承
を
も
含
ま
れ
る
と
も
述
べ
て
ゐ
る
〔
前
掲
47
頁
〕。
こ

れ
じ
た
い
は
八
紘
一
宇
の
精
神
に
基
づ
く
東
亜
新
秩
序
の
建
設

が
叫
ば
れ
て
ゐ
た
時
代
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、

自
己
を
犠
牲
に
す
る
御
覚
悟
を
示
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
傲
岸
不

遜
極
ま
り
な
き
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
を
畏
服
せ
し
め
た
昭
和
天
皇
、

そ
し
て
、
大
東
亜
戦
争
に
お
け
る
戦
歿
者
の
慰
霊
を
通
じ
て
当

該
の
諸
国
民
に
強
い
感
銘
の
念
を
抱
か
し
め
た
今
上
天
皇
の
御

振
舞
ひ
を
「
天
業
」
の
御
実
践
と
見
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

　「
皇
道
」
や
「
天
業
」
を
継
承
し
て
頂
く
た
め
に

　

天
皇
陛
下
は
、「
幸
い
に
健
康
で
あ
る
と
は
申
せ
、
次
第
に
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進
む
身
体
の
衰
え
を
考
慮
す
る
時
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
、
全

身
全
霊
を
も
っ
て
象
徴
の
務
め
を
果
た
し
て
い
く
こ
と
が
、
難

し
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
案
じ
て
い
ま
す
」
と
先
に
述
べ
ら

れ
た
が
、
里
見
の
言
葉
を
借
り
る
な
ら
、
昭
和
天
皇
よ
り
御
継

承
あ
そ
ば
さ
れ
た
「
皇
道
」
に
基
づ
く
御
統
治
と
「
天
業
」
の

御
実
践
が
で
き
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
強
く
懸
念
な
さ
れ

て
を
ら
れ
る
と
い
ふ
こ
と
だ
。

　

さ
う
で
あ
る
以
上
、
陛
下
の
御
懸
念
を
払
拭
し
奉
り
、
皇
位

を
譲
ら
れ
た
新
し
い
天
皇
に
「
皇
道
」
や
「
天
業
」
を
継
承
し

て
頂
く
こ
と
、
こ
の
観
点
か
ら
譲
位
の
要
件
を
具
体
的
に
考
へ

て
み
た
い
。

　

譲
位
の
要
件
に
つ
い
て
は
、
高
森
明
勅
氏
が
十
月
九
日
の

「
ゴ
ー
宣
道
場
」
で
左
記
の
改
正
案
を
示
し
て
ゐ
る
の
で
、
こ

れ
を
検
討
の
材
料
と
し
た
い
。

【
現
行
法
】

　

第
四
条　

天
皇
が
崩
じ
た
と
き
は
、
皇
嗣
が
、
直
ち
に
即
位

す
る
。

【
高
森
案
】

　
第
四
条　

天
皇
が
退
位
し
、
又
は
崩
じ
た
と
き
は
、
皇
嗣
が
、

直
ち
に
即
位
す
る
。

　
　

二　
　

天
皇
は
、
皇
嗣
が
成
年
に
達
し
て
い
る
と
き
は
、

そ
の
意
思
に
基
き
、
皇
室
会
議
の
議
に
よ
り
、
退

位
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

高
森
案
に
お
い
て
は
、
退
位
が
崩
御
の
前
に
置
か
れ
て
ゐ
る

け
れ
ど
も
、
今
後
は
譲
位
を
通
例
と
し
、
崩
御
を
異
例
と
す
べ

き
と
い
ふ
こ
と
で
あ
ら
う
か
。
と
す
る
な
ら
、
現
行
の
皇
室
典

範
は
お
ろ
か
譲
位
を
非
と
定
め
た
明
治
の
皇
室
典
範
を
全
面
的

に
否
定
す
る
形
と
な
り
、法
的
連
続
性
が
損
な
は
れ
か
ね
な
い
。

明
治
の
皇
室
典
範
に
お
い
て
は
譲
位
が
否
定
さ
れ
た
が
、
そ
こ

に
は
皇
位
の
安
定
を
図
る
と
い
ふ
正
当
な
理
由
が
あ
つ
た
。
平

均
寿
命
が
延
び
た
と
い
ふ
社
会
的
変
化
に
合
は
せ
て
制
度
を
修

正
す
る
必
要
が
あ
る
に
せ
よ
、
譲
位
が
様
々
な
リ
ス
ク
を
孕
む

こ
と
は
確
か
で
あ
り
、
崩
御
に
伴
ふ
継
承
を
通
例
と
す
る
立
場

を
崩
す
べ
き
で
は
あ
る
ま
い
。
そ
の
点
、「『
天
皇
が
崩
じ
た
と

き
は
、
皇
嗣
が
直
ち
に
即
位
す
る
』
と
い
う
原
則
を
残
し
、
そ

の
中
間
に
『
又
は
皇
室
会
議
の
議
に
よ
り
退
位
し
た
』（
と
き

は
…
…
）
の
15
文
字
を
加
え
た
ら
よ
い
」
と
い
ふ
所
功
氏
の
見

解
〔『
中
外
日
報
』
10
月
７
日
〕
は
傾
聴
に
値
す
る
。

　

所
案
の
「
皇
室
会
議
の
議
に
よ
り
」
と
い
ふ
一
節
は
、
高
森

案
に
も
見
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
高
森
氏
は
「
恣
意
的

な
退
位
を
防
ぐ
為
に
、
退
位
の
最
終
的
な
決
定
を
『
皇
室
会
議

の
議
に
よ
る
』
と
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
で
生
前
退
位
否

認
論
の
最
大
の
論
拠
、『
自
由
意
思
に
よ
る
退
位
を
認
め
る
な

ら
、
同
じ
よ
う
に
自
由
意
思
に
よ
る
即
位
辞
退
を
認
め
な
い
と

不
均
衡
。
し
か
し
即
位
辞
退
を
認
め
る
と
世
襲
制
が
危
う
く
な

る
』
と
の
反
論
は
成
り
立
た
な
く
な
る
」
と
自
身
の
ブ
ロ
グ
で

註
釈
し
て
ゐ
る
（https://w

w
w

.gosen-dojo.com
/index.

php?key=joguayyw
7-14#_14

）
が
、
こ
の
点
に
異
論
は
な

い
。

　

皇
室
会
議
の
構
成
メ
ン
バ
ー
に
不
安
を
覚
え
る
向
き
も
あ
る

が
、
制
度
論
か
ら
す
れ
ば
、
立
法
府
・
行
政
府
・
司
法
府
を
そ

れ
ぞ
れ
代
表
す
る
衆
参
両
院
の
議
長
お
よ
び
副
議
長
・
内
閣
総

理
大
臣
・
最
高
裁
判
所
長
官
お
よ
び
同
判
事
一
名
が
参
加
す
る

こ
と
に
不
都
合
は
無
い
。
不
適
切
な
人
物
が
存
在
す
る
と
い
ふ

な
ら
ば
、
さ
う
し
た
人
物
に
選
挙
で
議
席
を
与
へ
、
国
民
審
査

で
最
高
裁
か
ら
排
除
で
き
な
か
つ
た
私
た
ち
自
身
の
無
力
さ
を

こ
そ
問
題
と
す
べ
き
だ
。

　

そ
れ
よ
り
問
題
な
の
は
、
皇
室
会
議
に
天
皇
陛
下
の
御
臨
席

が
認
め
ら
れ
て
ゐ
な
い
点
で
あ
る
。
高
森
案
に
も
明
記
さ
れ
て

ゐ
る
通
り
、
退
位
は
陛
下
の
御
意
思
に
基
く
も
の
で
な
け
れ
ば

な
ら
ぬ
が
、
そ
の
御
意
思
は
如
何
に
し
て
表
明
あ
そ
ば
さ
れ
る

べ
き
か
。
今
回
の
や
う
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
を
始
め
と
す
る
マ
ス
コ
ミ
の

リ
ー
ク
が
先
行
す
る
や
う
な
こ
と
は
二
度
と
あ
つ
て
は
な
ら
ぬ

し
、
政
治
利
用
を
防
止
す
る
観
点
か
ら
陛
下
は
行
政
府
と
一
定

の
距
離
を
保
た
れ
る
べ
き
で
あ
ら
う
。
と
す
れ
ば
、
陛
下
が
皇

室
会
議
に
御
出
席
あ
そ
ば
さ
れ
、
自
ら
の
御
意
思
を
表
明
な
さ

る
こ
と
が
で
き
る
や
う
に
す
る
こ
と
が
重
要
で
は
な
い
か
。

　

ま
た
、高
森
案
に
お
い
て
は
、「
皇
嗣
が
成
年
に
達
し
て
い
る
」

こ
と
を
前
提
要
件
と
し
て
ゐ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
高
森
氏

の
ブ
ロ
グ
に
は
「
皇
嗣
が
い
な
か
っ
た
り
、
未
成
年
の
状
態
で

の
退
位
は
当
然
、
避
け
る
べ
き
」
と
の
自
註
が
付
さ
れ
て
ゐ
る

け
れ
ど
も
、「
皇
道
」
や
「
天
業
」
を
継
承
す
る
と
い
ふ
観
点

か
ら
も
、
成
年
皇
族
と
し
て
十
分
に
思
慮
を
備
へ
ら
れ
た
皇
嗣

が
居
ら
れ
る
と
い
ふ
要
件
は
不
可
欠
で
あ
ら
う
。

　
国
民
的
議
論
の
必
要
性

　

皇
室
典
範
の
改
正
に
際
し
て
国
会
の
議
決
が
必
要
で
あ
る
以

上
、必
ず
国
会
の
場
で
議
論
が
行
は
れ
る
。既
に
、民
進
党
は《
皇

位
検
討
委
員
会
》
を
設
置
し
、
皇
室
典
範
の
改
正
を
視
野
に
入

れ
た
議
論
を
始
め
た
と
い
ふ
。
こ
と
の
性
質
上
、
な
る
べ
く
全

会
一
致
に
近
づ
け
る
必
要
が
あ
り
、
安
倍
首
相
も
有
識
者
会
議

の
議
論
が
進
ん
だ
段
階
で
与
野
党
間
の
議
論
を
行
ふ
意
向
を
明

ら
か
に
し
て
ゐ
る
。

　
「
一
人
一
人
の
国
民
が
そ
れ
〴
〵
御
下
問
と
向
き
合
ひ
、
万

世
一
系
の
天
皇
に
関
す
る
理
解
を
深
め
て
い
く
こ
と
を
通
じ
て

陛
下
の
御
期
待
に
応
へ
奉
る
ほ
か
に
な
い
」〔
本
誌
九
月
号〔「
陛

下
の
お
言
葉
を
拝
し
奉
り
て
」〕
と
考
へ
る
我
ら
か
ら
す
れ
ば

当
然
の
動
き
で
あ
り
、
意
見
の
相
違
を
超
え
て
理
性
的
か
つ
闊

達
な
議
論
を
展
開
し
て
参
り
た
い
。　
　
　
　
〔
十
月
十
二
日
〕


